
【問】大地震が起こる確率が高まり、東京都の被害想定も見直された今、家具転倒防止器具の無償 

   配布を是非、継続してもらいたい！ 

【答】都の補助金が終了し、配布目標も上回ったため、継続は考えていない。 

【要望】まだまだ器具の必要性の認知度は十分とはいえず、東京都の H27 年までの家具転倒防止 

対策実施率目標である６０％にも到底及ばない。規模を縮小してでも、是非行ってほしい。 

 
 

【問】避難所があふれてしまった時の対策、および避難所以外の方々へ救援物資は届くのか。 

【答】大災害時は、集会所・自冶会館等も避難場所として認めるほか、教室も一時的には開放する。

救援物資も町会・自冶会・理事会を通して配給する。 

 
  

【問】現在、市内小学校では、入学時に保護者が防災ずきんを購入しているが、安全性の高いヘル 

メットにすべきでは。中学校に至っては防災ずきんもない状況だが、中学生は災害時、避難

活動の主体的役割も果たすため、安全確保のためにヘルメットを用意すべきではないか。 

【答】校長会でヘルメットの重要性を伝える。 

 

【答】マニュアルは作ったが、主催者側が守っていない。マニュアルが生かされるよう検討する。 

ュータウン地域の問題点について 

【問】南大沢事務所での法律相談を増やしてもらいたい。 

【答】前向きに検討する。また日曜日の特設相談会も調整中です。 

【問】安心と安全な街づくりの為に、市・警察・学校・町会・自治会等の構成で地域の問題点を話

し 

合う協議会を持つべきでは？ 

【答】その必要性は認識している。警察をはじめ、各種関係団体と相談しながら、前向きに検討す

る。 

 

   

 

 

【問】「釜石の奇跡」に見られるような、具体的な防災教育をすべき。  

【答】 家庭における日頃の備えや防災に関する話し合いの場を設けるよう働きかけることの重要性 

   をマニュアルに明記し、校長会でも働きかける。 
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多くの皆様よりご支持を賜り、市議会へと送り出して頂き、早いもので 1 年が経

ちました。皆様から頂きました市民相談は 800 件を超え、１件１件私自身が勉強

させて頂きながら、市・都・国へとつなげてまいりました。今後もさらに様々なこ
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【みのべ弥生・平成 24 年度第 2 回定例会一般質問より】 

☆防災について 

☆高層住宅を抱える地域の防災対策について 

☆防災ずきんからヘルメットへ 

☆防災教育の重要性 

【答】生息場所の保全を支援したり、生態系豊かな水辺づくりを協働により進めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ホタルの里づくり 【問】市は「ホタルの里づくり」についてどう考えているか。 
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新道橋南交差点ファミ
リーマート入口草刈り 

蓮生寺公園通り二番街
集会所前の舗装完成 

松が谷バス停付近
の、ネットの補修 

 


